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常葉大学大学院 学校教育研究科 
事業名︓【NITS・常葉大学教職大学院コラボ研修】 

教師自身の「主体的で対話的な学びの場」となるコラボ研修 
身近にある人権問題とこれからの人権教育 

開催⽇時︓令和８年１月 22 ⽇（木）13 時 50 分〜16 時 30 分 
開催場所︓常葉大学（静岡県静岡市駿河区弥生町６番１号） 
参加人数（総数）と参加者の属性︓（37 人）一般教員４人、⾏政職員１人、一般市⺠１人、大学生２人、

大学院生 22 人、大学教員５人、大学職員２人 
⽬的︓ 
１ 参加者にとって「主体的で対話的な学びの場」となる研修を目指す。 

昨年度と同様、「教師自身の「主体的で対話的な学びの場」となるコラボ研修」をテーマとし、グループワーク
を活動の主軸とすることで、参加者を主語とした研修を目指す。 

２ 参加者が身近にある人権問題に気付くとともに、これからの人権教育の在り方について考える場とする。 
静岡県人権・地域改善推進会副会⻑の古山登章氏を講師として招き、ニュース等で取り上げられている

話題を人権の視点から読み解くとともに、学校等における人権教育はどうあったらよいのか、グループ協議等を
通して考える場とする。 
内容︓  
１ グループの顔合わせ 

開会⾏事終了後、研修への参加目的別に分かれた４〜６人のグループで、研修目的や研修に期待する
こと等を交えながら互いに自己紹介を⾏った。 

２ 講師の講話 
「身近にある人権問題とこれからの人権教育」というテーマで、静岡県人権・地域改善推進会副会⻑の古

山登章氏の講話を伺った。子供同士のいじめ、児童虐待、ヤングケアラー、冤罪事件、同和問題等、幅広い
視点から人勧問題を捉えるとともに人権教育の在り方について考えるきっかけを得た。 

３ グループ協議 
講師の講話を受け、研修への参加目的に基づいて構成されたグループごと、人権問題について情報交換す

るとともにこれからの人権教育について意⾒交換をした。参加者の年代によって人権の捉え方に差異が⾒られ
たが、それが協議を活性化させる要因ともなった。 

４ グループ発表 
グループで話し合ったことを発表した。「まずは人権について知ることが大切」というような初歩的な意⾒から、

「人権は水や空気のようなもので、不可⽋だが特別なものではない」という示唆に富んだ意⾒まで出された。 
５ 講師の講評 

グループ発表を受け、古山氏が講評を⾏った。「人権問題は難しいからと言って、他人の判断に委ねてしまう
というのが一番いけない。自分で判断できる⼒をつけていただきたい」という貴重なアドバイスをいただいた。講師
講評の後は閉会⾏事を⾏い、研修を閉じた。 
成果︓ 
１ 人権問題について理解を深めることができた。 
（参加者の声）・同和問題やえん罪等、初めて知ったことが多い。今後の生活や学校現場につなげたい。 

・人権は様々な視点から捉えることができる。人権を大切にすることの意義を知ることができた。 
２ 人権教育にどう取り組んで⾏ったらよいか考えることができた。 
（参加者の声）・改めて考える機会をいただいた。学校は人権教育を進める最高の場であることを再確認した。 

・⽇々、校⻑として各担任の指導を⾒ていると、命、人権、教育効果の順が守られていないこと
を感じる。本⽇の貴重な時間をきっかけに、今後の経営に生かしていきたい。 

３ 人権という視点を通して自身の生き方を問い直すことができた。 
（参加者の声）・差別や偏⾒はよくないと分かっていても自分も知らないうちにやってしまっているかもしれないとい

うことに気付き、自身の考えを⾒直さなければならないと感じることができた。自分の生き方を
考えることにつながった。 



 

「NITS からの提案（第一次）」との関連における研修担当者としての気付き 
１ 普段扱わない内容をテーマとすることの意義 

人権をテーマにした今回の研修の中で、「同和という言葉を始
めて知った」という大学院生の声があった。同和問題についてはナ
イーブな側面があり、これまでの大学の授業でもあまり触れる機会
がなかったようだ。しかし現実問題として、県内にも同和地区は存
在しており、そのような地区に赴任した教員にとっては、他人事で
は済まされない。普段扱わない内容を研修会のテーマとして設定
することの意義を再認識した。 

２ じっくりと講師の話に耳を傾けることのよさ 
最近の講師講話では、スライド（プレゼンテーションソフト）を用

いることがほとんどだが、今回の講師は紙による資料を基にして話
を進めていった。スライドの場合には、講師の声よりもプロジェクター
の映像に意識が⾏ってしまいがちなところがあるが、映像がない
分、講師の顔を⾒たり、手元の資料に目を落としたりしながら講師
の話を聞く姿があった。スライドを用いない講話は、それを用いた通
常の講話よりもじっくりと講師の話に耳を傾けることができるのでは
ないかと感じた。 

３ 異質の参加者がディスカッションすることの有用性 
グループワークの有意義性について、特に高い評価が得られた。

これは、講話による問題提起により、グループ協議への意識が高ま
ったこともさることながら、グループ協議の参加者が異質であったこと
による部分も大きいのではないかと思う。つまり、同和問題をはじめ
とする人権問題は、現職教員と学生とでは大きな認識の違いがあ
り、そこを埋め合わせる必要が生じ、否が応でも活発なディスカッシ
ョンが生起されたのである。特に大学生や大学院生が、年⻑の現
職教員に質問をする姿が多々⾒られた。 
アイディアや工夫したこと︓ 
１ 研修への参加目的を事前に聴取し、研修実施後は、その目的に応じて振り返りをしてもらったこと 

本研修に参加する参加者の意識を高めるとともに、主催者として参加者のニーズを確認するため、事前に
一人一人から研修への参加目的を聴取した。また、その状況を研修実施前に講師にも伝え、講話に生かして
もらえるようにした。参加者の研修への参加目的は下記の通りである（大学教員分は含まず）。 

（１）身近にある人権問題について知りたい。（６人） 
（２）授業等をはじめとする⽇々の教育活動に生かしたい。（14 人） 
（３）これからの人権教育について考えたい。（９人） 
（３）研修を機に、自身のキャリアアップを図りたい。（３人） 

この参加目的の達成度については、上欄に示したとおりである。 
２ 参加目的別に分けたグループによるグループワークを活動の主軸としたこと 

グループワークを活動の主軸にし、講話もグループワークに中に組み入れる形にした。加えて、講話の前に、グ
ループ内で互いに自己紹介する場面を設定した。それにより、グループとしての親密度が高まり、講話後のグル
ープ協議にもスムーズに入っていくことができた。また、同じ参加目的の者でグループを組んだことにより、グループ
協議でも、より具体的でつっこんだ話し合いをすることができた。また、グループ内での話し合い内容を確認しな
がら記録するツールとして、円形ホワイトボード（えんたくん）を用いた。これは、グループ発表の際に、全体への
提示資料としても活用できた。 
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達成された, 16, 61%
概ね達成された, 8, 31%
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参加目的の達成度

大変有意義だった, 17, 
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講義の有意義性
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85%
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意義がなかった, 0, 0%
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グループワークの有意義性


